
 

 

 

 

 

「日本人の心の歌を求めて」を読み、以下の点についての考えを書こう。可能であれば、滝廉太郎

作曲の「花」「荒城の月」「箱根八里」などの音楽を聞いてみよう。 

１．「花」の一番の歌詞の情景を絵に書こう。 

≪歌詞 現代語訳≫ 

春の柔らかい陽射しを受けている隅田川  川を上ったり下ったりしている船の 

櫂（水を書いて進んでいく道具）の水のしずくが 花のように散っている 

その景色は、何に例えたらよいのだろうかというくらい美しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．廉太郎が留学を延期したのは、どういう気持ちであったからか。 

 

 

 

３．わずか一年もたたない間に、数々の名曲を生み出した滝廉太郎は、どんな気持ちで作曲してい

たのだろうか。 

 

 

 

４．ドイツの学校の集まりで、「荒城の月」や「花」などの作品を披露したときの廉太郎の気持ちは

どのようなものだったか。 

 

 

 

５．様々な日本文化の中であなたが伝えていきたいと思う日本文化は何か、またその理由。 
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